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要旨：日本語の要旨は300字程度でお書き下さい．英語論文の場合には日本語の要旨は不要です．

以下の英語の要旨は必ずお書き下さい． 

（1行あけ） 

Abstract : Write down the abstract of your article in English. The length of the abstract should be within 

approximately 150 words. 

（1行あけ） 
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time-domain spectroscopy 

（1行あけ） 

1. 本テンプレートについて 

本ファイルは日本赤外線学会誌論文原稿の Microsoft Word 用テ

ンプレートです．著者の方々からはカメラレディー原稿を提出して

頂くことになっています．このファイルに原稿の文章を上書きして

いけば後に整形の手間が大きく省けます． 

本テンプレートを用いると見出しの章番号は自動でつきます．章

を増やしたい場合に最も簡単な方法は他の章を見出しも含めてコ

ピーし，新たに章を設けたい箇所にペーストします．他の章も含め

て章番号は自動で更新されます．ペーストした見出し及び文章を新

しい内容に書き換えます．このとき章番号は削除しないようにして

下さい． 

Wordの「スタイル」機能を理解されている方はさらに自由に編

集ができます．新たな章の見出しを設けたい場合は（章番号をつけ

ずに）見出しのみを書いた後，その行のスタイルを「見出し1」に

して下さい．自動で章番号がつき，またフォント及び文字も大きさ

も設定されます． 

ちなみにこの論文の本文は「論文本文」というスタイルで書かれ

ています．この他，各部分に対応したスタイルを定義しております．

各部分で使うべきスタイルはスタイル名を見れば分かるようにな

っています． 

（一行あけ（章・章間）） 

2. 書式の全般的な注意事項 

2.1 フォント 

本文中でのフォントは全角文字は「MS 明朝」を，半角文字は

「Times New Roman」あるいは「Symbol」を使用して下さい．見出

しは全角及び半角とも「MS ゴシック」として下さい．その他は各

パートの指定に従って下さい． 

2.2 句読点 

句点及び読点はそれぞれ「．」及び「，」（いずれも全角）を使用

して下さい． 

2.3 参考文献の引用番号 

文中で参考文献を引用する場合，引用番号は半角・上付で 1)のよ

うにお書き下さい．参考文献番号が文末にくる場合はこのようにお

書き下さい 2-5)． 

2.4 数値と単位 

数値を単位付きで示す場合，数値及び単位とも半角文字を用いて

下さい．そして数値と単位の間に半角スペースを入れて下さい． 
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例：123 km 

※ 123km，123ｋｍや１２３ｋｍにならないようにして下さい． 

（一行あけ（章・章間）） 

3. 数式と図表 

以下では数式，図及び表の形式について述べます． 

3.1 数式 

数式は以下のように数式番号をつけて下さい．  

Hgh Bµν =  (1) 

数式の上下は上記のようにそれぞれ1行あけて下さい．数式行の

「スタイル」を「数式」にすれば適切に設定されます． 

3.2 図 

図は基本的に各段の上あるいは下につめて配置して下さい．ただ

し本文と図の間は1行程度あけて下さい．図の下に図番号「Fig. 1」

及び説明を書いて下さい．これらのキャプションは英語でお書き下

さい．文中で図を引用するときは「Fig. 1」と記述して下さい． 

カラー印刷を希望されない場合には図はグレースケールで作図

して下さい．カラー印刷を希望される場合にはカラーの図を掲載し

て頂いて結構ですが，どのページをカラー印刷にするか投稿時に指

定をお願い致します． 

※ 写真は図として掲載して下さい．  

図が勝手に動くのを防ぐため，「図の書式設定」で「レイアウト」

タブから→「詳細設定」→「配置」タブの「文字列と一緒に移動す

る」のチェックをオフにして下さい． 

3.3 表 

表も図と同様に各段の上あるいは下につめて配置して下さい．キ

ャプションは表の上にお書き下さい．表番号は「Table 1」の形式で

お書き下さい． 

（一行あけ） 

4. 最後に 

緑色の文字のコメントは削除して下さい． 

本ファイルはMicrosoft Word 2000 Service Pack 3を用いて作成致

しました．バージョンの違いによる不具合などがございましたら

nagasima@ile.osaka-u.ac.jp までご連絡を頂ければ幸い

です． 

（一行あけ） 
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Fig. 1 Schematic diagram of the THz-TDS system. 

Table 1 Parameters obtained by the curve fits. 
 

a b c d 

1.23 4.56 7.89 0.12 
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